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Abstract

We 　analyzed 　the　uses 　ol　ooior 　lerm　in　kigo　or　season 　words 　in　h．giku．　lt「s　the　practice　to　inc「ude 　a　k〆go　in　haiku．

rWa／／ku　is　one 　of　the め rm 　of　thG　Japanese　traditional　poetry，　and 　spread 　widely 　today ．τherefore，　through　the　uses

of　Golor 　terlm　inoluded　In　season 　wQrds ，　we 　can 　understand 　characteristlcs 　of　Japanese　traditional　color 　terrns

succeeded 　today．

As　a　resu 睦、　about 　12 ．7％ of　kigos　inoluded　oolor 　terms　in　a 　wide 　sense 　and 　gO　k［nds 　of　color 　terms　were 　u ＄ed ．

Red ，　yelow −gre餠 ，　viv ［d　colors ，　pale　color ＄ and 　duil　cobrs 　appeared 　frequently，　a 艇 blue−green，　red 一
ρurple

appeared 　rare ［y，　From　the　stand 　po［nt　of　basic　oolor 　term　theQry，　primary　oalegories 　were 　used 「requently 　and

der｝ved 　oategories 　were 　used 　rarely，　The 「aot 　tha£ about 　70 ％ of
臣
ao （b｝しe ＞

”
lndicated　green　shows 、

”
grue

凶

e ×i＄i　flrmly　m 　the　traditional　and 　the 　modern 　Japanese．　ALthough　 oわa （brown ）　 orenll （orange ）　 used

frequentiy，　t〔ey 　did　not 　indicated　those　color ．Ther1，　at ［east 　Goncernlr 、g κ1gσ，　words 　correspon σs　tQ　brown　and

O ギangewere 　used 　unfrequent デy、

Keywords ・kigo　or　season 　words ，　basic　color 　term．　traditional　cojor 　names

要　旨

　俳句の 季語約 17000 語につ い て、色彩語の用い られ方を分析 した。俳句は Eヨ本の伝統的な詩哥欠の形式であるが、

今日も広く普及 して い る 。 したが っ て 、季語 に含まれる色彩語の馬法をとお して、現代にも継承ざれ て いる伝統的

な 日本語にお ける色彩語の特徴を知 り得る、と考え たか らで ある 。 季語の うち、広義の色彩語 を含むもの は約

127 ％ に の ぼる 。 し か し、色を直接指示す ると み られ る も の は約03 ％ で あ っ た。また、季節別 で は夏 に多 く、冬

や新年に は少な い。部類別で は 、植物が多く、時候に少なし！i・．t色彩語の種類は90 語で あ っ たが、その うち角相別で

は red 、　 yellow　greenが多 く、blue　green、　 red 　purpleが 少 ない。卜
一

ン 別では、あざやかな ト
ー

ン 、うす い ト
ー

ン 、

お よ びく す ん だ ト
ー

ン の 3系統に 集約さ れ る e ま た、Kay ＆ McDanielの 基本 色彩語理論 にあ て はめると、次 の よ う

な特徴が指摘できる 。 根源 色力テゴ リが多 く、派生色力テ ゴリは少ない 。 ただ し、前者の うち 「青」の 約70 ％が

greenを指して お り、　grueの 存在は季語 におい て も確認さ れ た 。 ま た、派生色 力テゴ リの うち 、　brown に相当する

「茶」はかな り出現 するけれ ども飲料として の茶 にかかわ っ て 用い られ て お り、orange に相当する 「橙」も 同様 に果

実を指示 したもののみ である 。 したが っ て 、 この 2語は Berlin ＆ Kay の 基本色彩語基準の ひ と つ で ある 「使用頻度が

高く
一

般的」には該当 しないとい える．

キ
ー一

ワ
ー

ド：季語、基本色彩語 、伝統色名
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1，は じめに

　 本報 で は、俳句 の 季語 に み ら れ る 色彩語 を 統計的 に

整理 しで、その特徴を主と して基本色彩語の視点か ら

考察する。

　 古代 日本詒に お け る色名 に つ いて 、佐竹
t／
は赤

・

黒
・
日

・
青の 4語があるのみ で、しかもそれ らは 「色彩

なの で はなく、明一暗、顕一漠という光の 二 系列である

に過ぎない」と述 べ て い る。また 、前 E日
2」

は 「百事記］

に用い られて いる色名に つ い て Lおよそ次の ように結

論づ けて い る 。 同書 には色名 と推定 し得る語が 65 回

用 い られ て い るが 、種 類 は 丹
・
赭 ・黄 ・緑 ・毒 ・

翠
・

白 ・黒の 8 語である 。 また、その うちで 「流通性のあ っ

た の は 赤
・
丹 ・青 ・自 ・黒 の 5語で 、中問色を表す名詞

は
一

語もな い」。他の 諸言語と同様に 、古代日本語に

おける色名は謹く限 られた数であ っ た。

　 しか し、こ れもまた世界の諸言語と同様、時代とと

もに色彩を表現する語彙は増加 し続け る。その状況

は、「萬葉集 』以来、平 安、室町に至 る歌集に用 い られ

て い る色彩を表現する詰を、収集 ・整理 し た 伊原
3］cD

研究な どか ら知る こ とがで ぎる c 今日では、た とえば

日本工業規格 （JIS　Z　8102 −200 ］）
4 ｝

に収録され て

いる慣用色 名は 269 語 で あ り、比 較的広 く 普 及 し て

い る色名辞典でも収録色名数は数百語に及 ぶ。

　近 代 日本の詩歌 にお ける色彩語を定量的に分析 し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
始めたの は、文章心理学で あろう。波多野

’
を先駆 け

とし、木村
b｝
、コ バヤ シ

ア！

、安ボ
〕

らの 報告は広 く知ら

れ て いる。こ うした研究の 多くでは、文体の特徴を知

るため の ひ と つ の 指標と して、さ らに作品鑑賞 の手 が

か りとして色彩語を と Dあげている。

　俳句 は和歌 と並ん で 日本に おける代表的短詩型文

学で あ り、今日一般に広く定着 して い る 。そ して 、俳

句には季語 を含める ことが原則とされ て ぎた 。季語

は、次 の よ うに 説 明 され て い る ［t9
｝

　 「連歌 ・連句 ・俳句で、句の季節を示 すため によみ

こ む ように特に定め られた語。例えば、鶯は春の 季語、

金魚 は夏の 季語。季の詞。季題。．1
　ま た、時代に応 じてあ る程度の遍 加 はあるもの の、

比 較的伝統を尊重 して精選 、 かつ 定式化ざれて い る 。

したが っ て 、季語に含ま れ る色彩語 をと お して現代に

も生ぎ ている、El本語の伝統的色彩語の特徴を理解で

きる と考えた。

　本論文は、次の 2つ の 目的をも っ て い る 。

　第 1は季語 における色彩語の使用実態 を、網羅 的か

つ 計量的にとらえる こ とで ある、従来、こ の 種の 論考

［．＿

一

．　
　 … 一 ．．

で は主観的ある い はエ ピソ
ー

ド的な記述が中心 であ っ

た 。 した が っ て 本論文で は 、まず事実を客観的に確認

した うえ で 、カラー・オーダー・シ ス テ ム特に系統色

名分類か らその特徴 を明らかにす る 。

　第 2は、その傾向を基本色彩語理論と照合 して、季

語ひ い て は伝統的な日本語におけ る色彩 語の用法の

特徴を明 らかにする こ とで ある。基本色彩語は、世界

の 諸言語に共通 する普遍性をも つ との認 識が有力 で

あ る。したが っ て、これ と比較する こ とによ っ て 、季

語にみ られる特殊性を相対的に確認 し得ると考えた 。

　　 2．方法

　　　色彩語を含む季語を抽出 して、計量的 に その特徴を

　　 確認 した。

　　 2，1 資料

　　　対象と した資料 は、水原秋桜子
・
加藤楸邨

・
山本健

　　茜監修 『日本大歳時記』（講談社 1983 ）
11／
’
で あ る 。同

　　 謖には、季語 ・季議解説 ・近世以降の例句が収め られ

　　 て い る。収録季語数は、17263 語 （1あ り、こ れが本

　　研 究 にお ける対象季 語の母数 とな る．また 、季節が

　　春 ・夏 ・秋 ・冬 ・新年の 五 季に、部類が時候 ・
天文 ・

地

　　理
・
生活

・
行事 ・動物 ・植物の七 部類に区分され て お

　　 り、こ れ らも集計の 指標と した。

　　　同書を選んだ理由 は、収録季語数が最 も 多い歳蒋記

　　 のひとつ であ り、季語の全 体像 を推測するに十分 で あ

　　 ろうとみ られるこ と、特定の結社に偏 っ ていない こと、

　　例句 ・季語解説が充実 しており、分析に便利である こ

　　 とな どで ある。

　　 22 　
“
色彩語を含む季語

”
の基準

　　　次 の 基準に よ っ て、対象季語を抽 出した。

　　 1）Jis　Z　8102 ：2004 「物体邑の色名」には慣用色

　　　 名と して 日本の伝統的な色名269 語が 「色名 1」と

　　 　 して 収録 さ れ で い る 。 ま ず、こ れ ら を 選出 し た。

　　2 ）JIS慣用色名の多 くには、朱色
・
紅色 ・空色

・
草色な

　　　 どと 「色」の文字が付されて い る c，しか し、この う

　　　 ちた とえば朱色や紅色 は、通常の用 法 と して 「色」

　　　 を除い た朱 ・紅の み で 色を指示する例と、空色や

　　　 草色の ように 「色」を除くと色か ら遊離して しまう

　　 　 例 とがある 。

　　 2 −
］）その うち 、前者のよ うに JIS撰用 色名か ら 「色」

　　　 の 文甼を除い て も な お 色を指示 する語 を色彩語 と

　　　 して抽出 した。アこだ、この基準 はやや恣慧 的 恐 面

　　　 があるの で 、例旬を参照して 判定をした 。 該当語

　　　 種類数は 14 語 で あ っ た 。

86 ［：＝ ＿ 　 『 ∠π二 二］
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鏑 咽 まか 季 証 み 5蕎 色 彩語の 用法
．二 ］

2 −2）次に、両者を含めて、つ 家 り「空 jや 「草」の よ う

　 に 「色」を除くと色と して の 意味 が希薄 に な る も の

　 も
一

応採録 した。

3）JiS慣用色名には収録され て いない けれども、色名

　辞典
12 〕

にと り あ げ ら れて お り、色 彩語 とみ な し得

　 る語も選出 した 。 たとえば、翠 ・蒼など。

4 ）上記以外に、「五色の糸」「紫蘇の色」などと 「色」の

　 文字が付された 7語も一応色彩語に加えた。

　以 上 D 〜4）を併せ て 得 られた 90 種類の語彙を、

色彩語とみな して 、以下 の分析を行う。

3，結果

3 ．1 分布の 特徴

（］）季語 の中 で の比率

　色彩語を含む季語は合計2186 語であ り、季語総数

の 12 ，7％にあたる。

（2）季節別の比率

　色彩語を含む季語が いず れの季節に多く出現する

かを みると、夏 の 39 ％ が最 も多く、春
・
秋が 20 ％台、

そ して冬と新 年とは IO ％を切 っ て いる。しか し、各

季 に該当する季語の 数は季節に よ っ て異な り、夏が多

く冬は少な い 。そ こ で 、季節こ とに色彩語を 含む季語

の 比率を求める と、表 1の よ うに夏が最も多 く 18％ ，

以下春、秋 と続ぎ、冬が 6％ 、新年の 3 ％ が最低である 。

ち なみ に 、各季節の 上位3 位まで をあ げる と、春 は

桜 ・
臼

・茶、夏 は肯
・
水 ・日、秋は紅 ・柿 ・自、冬は臼 ・

青 ・黒、新年は白 ・茶 ・黒であっ た 。

（3）部類別の比率

　色彩語を含 む季語 が いずれ の部類に多く出現 する

かを みると、表2の よ うに植物が最 も多 く約 55 ％を

占め る 。以 下 、生活 16 ％ 、動物 14％ と続 き 、天 文、

地理
…

そ して 時候の 2％が最も 少な し1，，しか し、部類

によ っ て 該当す る 季 語 数が異な る の で、部類 こ とに色

彩語を含む季語の比率を求める と、植 物の 28 ％が最

高で 、以下地理の 16 ％、動物の 12 ％ と続ぎ 、時候の

3％ が最も少な い 。

表 1　色彩語を含む季語の季節別分布

1 春 夏　　秋 £
季 語 数 （a） 3850 論　　．

．釜
319〔｝

新年

158817263

色彩語 を含む 季語 数 （b） 567

禁
19553

　一一
2186

浮節 内 比 率 （厩 輸 三4．7i7 ．ア　 ］3．56 ．13 ．3 一

1季節 間 比率 （％）
」

25、939 ．6　23．1
　 　 …

8．92 ．410 〔〕．O

［ ＿一

3，2 色系統別の 特徴

　JISで は 、價用色名の 他に系続色名法に よる色の 分

類
・
衷示方法を採用 して い る。そこ で 、季譜に用 い ら

れている色彩語の全体像を知るた めに、系統色名分類

におけ る分布の 特徴を示すかをみた 。 系統色名分類

の 適用にあた っ て は、上記
“
色彩語を含む季語の基準

”

1）および 2）に つ いて は JISの 付表 ］に示された「対応

す る系続色名」に よ っ た 。 また 、基準 3）に梠当する色

彩語 につ いては、色名辞典などによ っ て可能な限リマ

ン セル 値を求め、その結果に したが っ で系統覦名 に分

類 した。その操作が不可能な、つ ま り指示する色が不

確 かな色彩語は、以下の 分析から除外 した 。 した がっ

て、1964 語 が分析刻象 となる 。

3．2，1 色相による分類

　JiS系統色名では、有彩色につ いては 曝 本色名」と

して ］0分類、無彩色 につ いて も 「基本色名」と して 3

分類 を 示 して い る の で 、こ れ に し た が っ た。

　結果は、図 1のとお りであ D 、R系 、　GY 系およびB系

が いずれも 旧 ％以土で突出して い る 。 三者を合わ せ

る と54 ％ を占める。出現率 の 低い色は、BG 系 、　RP 系、

G 系、V系など で あ D 、概 して 中間色相は低率であ っ た。

季節別にみると、春で は R系 ・GY系
・N系 、夏 では B

系 ・GY 系 ・R 系、秋では R系 ・GY 系
・B系、冬 は N系

・B

系
・R系、新年では N系 ・○系 ・R系が、それぞれ上位を

占める。R系は 、い すれ の 季節でも多用される が、ほ

かに突出する色は、新年の○系 、夏の GY 系
・B系 、新

年 およ び冬の N系な ど で あ る。また部類別 にみる と、

地理 の B 系 （青き嶺清 田風青 富士 等〉、生活の B系 〔催

肯 懿浴衣 細足袋等）、動物の N系 （紋白蝶灰 色鷹 黒蟻

等）、植物の B系 ・G 系 （蕎梅，草青む 1新緑等）・R系 （赤

蕪 紅椿，桃色水仙等）な どが注 目される。数値は付表 1

表2　色彩語を含む季語の部類別分幣

目寺候 天 文 三“理 生 活
　 　 　 　 　

行 事 砺馬 陪一

季語 数 〔a） ［U51 漏漏
　 　 　 　 …

31ユ42617 生282

　　i17263
色彩 語を含む

李 許 数  

3（｝ 528 ］． 350 三662
　 　 　 …

。、「蕊

剖嫐 内比 率

〔b 〆a 罵）

27

じ
7i6 、37 ．85 ．31 　 　 　 ，2 一

illl類 間 比 率  

　 　 …

、．1112、43 ．716 、Q7 ．巳 13，755 ，3

　　　「

10D．0

］ 87 ［ 二
’
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に示 した 。

3．2．2 卜
一ン に よ る分類

　JIS系統色名で は、「有彩邑の明度及び彩度に関する

修飾語」13語、「無彩蓮の明度に関する修飾謝 3語を

規定し、これらの相互関係をマ ンセル色立体上で図示

して い る。以下 、その分類を便 宜的に トーン と呼ぶこ

ととする。季語に用い られ て い る色彩語を ト
ー

ン に し

たが っ て分類すると、図2 のようになる 。

　 1位は ＞v （あざやかな〉の 25 ％であ り、突出 して い

る 。 以 下、2 位dl（くすんだ）の 18 ％ 、3位は N （無彩

色）の 12％、4 位は ρ1（うすい）の 10 ％ であ り、こ れ

らの 出現 率が際立 っ て多い 。なお 、vp （ご くうす い ）

の 5％ とplとを合ぜる と、うすい系続の ト
ー・一

ンが 15 ％

と な る 。したが っ て 、大 まか に は季語に用い られ て い

る色彩 語の ト
ー

ンは、次 の 4系統で約 70 ％ を占める

こ と に なる。（Dあざやかな色、  うすい色、  くすん

だ色、  無彩螽。

Nl2

その 他 ll

RP ⊥
一一．

P4 　
／

＞ 2 ．y

BG 〔〕
一・「x− G1

18

図 1　麁彩語 を含む 季語の 色相分布　数値は％

］ 12

vdodg

　5mgo19

ユ

マP5

そ の 他 ll

dl　 18 s「4

25

08

Y6

lL　3

．gt 　2dp
　2

10

図2　色彩語を含む季語の トーン分布　数値は％

　これを季節別にみると、次のよ うな特徴が うかがえ

る 。 春 には他季 に 比 べ て vp が多い 。夏 で は w と dlと に

集中 し、ほぼ 3分の 2を 占めてお り、夏 は ト
ーン の偏

りが大きい季節とい える 。 秋は多様な トーン に分布す

るが 、w お よび dlが比 較的多い 。冬は w と N が多く、

dlが少ない 。新年はNの 43 ％が突出し、　dkGy （色みを

帯びた暗い灰色）が他季にくらべ て多く、新年は色み

の 乏し い季節とみ られる。

　また、部類別の特徴として は、次の 点があげ られる。

生活はvv 、　pl、　dl、　dg、　N が比較的多 いけれ ども、むし

ろ多様 な ト
ー

ン に 彩 ら れ た 部類 （二 い える 。逆 に 地理 で

はplが 53t／o で 1位、これにw を加える とフO％ を占め

てお り、最も単調である 。 植物で は w と dに で 50 ％

を超 える 。行事では vv
・PI・N で 、また動物で はvv ・

dl・Nで、それ ぞれ 60 ％を超える。

3．3 色彩語の種類

　以 上で は、凾彩語 を 含む季語 が、どのような 分布を

示す かを頻度を手がか りに整理 しkr。 次 には、どのよ

うな種類の色彩語が用 い られて い るか 、その 特徴をみ

る。

　表 3 に 、 具体的な色彩語の出現頻度の上位を示 した。

こ れ らを、．IIS系統色名 の 区分 に した が っ て 、色相別

に整 理す ると、特に R系
・Y系 ・B 系な どで 、さ まざま

な種類の色彩語が用 い られて い る 。 つ まり季語にお い

て 語 彙 が分化 して い る色領域 と い え よ う。た だ し、

」）Sにおける収録語数は、色相によ っ て異な 0 、○系
・

R系 ・B系などは相対的に多くの色名が収録さ れてい

る。したが っ て、季 ことにJISの収録語 数との 比で色

彩語の 頻度を みる と、Y系で は 、　JIS収 録 語 の うち

表3　季語 に み られ る出現頻度上位 の 色彩語

色彩語 （出現頻度） 種 類 数  JIS数 （b｝ 鼠！b

R 華匚（1il）杢蚩（1⇔5）赤（55）杉匕（5亙｝
・・ 15 2356 ，2

0 茶（65〕右巾（45）栗（．10♪杏（8）簀蒼参甘〔8：1・・ 9 2536

Y 茂（6i）土臼4＞山 r次（1i丿イ沙｛耋P・・ 12 ］770 ，6

YG ．筆（325）鶯（25）碧苧葉q4）ヰ公；嚢（9）・・ 8 ⊥266 ．7

G 埀乗（24）〜柔磐 （5冫若雪穿（1）青
．
磁、（1＞ 4 944 ．尋

BG 鉄   1 5 20

B ガ（（zo8）青 （14  鑿三（22）瑠 正騰（10）・・ 1⊥ 2250

v 藤（2の薙（20）桔 梗ω 3 8 37

P 紫（ξ5）蔭蒲（25）墓蒲（24） 3 ？ 42．9

RP 牡 丹（24） 1 2 δ0

臥 白（三72）黒．（66）鼠 （5）灰 （4）・・ 6 L551 ．5

そ の 他 金（8D 葵 （37）色〔36）銀（33）錦（24） 9 一 …

潮
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小松ほか　季語にみられる色彩誰の 用 法
一一

710／oの色名が季語に用い られており、つ い でYG 系の

6 フ o／o、R系 の 65 ％ 、8 系の 50 ％ が上位とな る。また、

JISの色相別収録語数が著 しく少ない 色相もあるから、

単純に比率の みで比較 するわけ にはゆかないが 、BG

系 ・○系 ・V系な ど中間色相系の色名はJIS慣用色名の

数に比べ れば、季譲に使嗣される色彩語の比率がさら

に低い傾向が うかがえる e

3 ．4 色彩語 と色彩との関係

　文学作品に用 いられる色彩語の うちには、直接特定

の 色を指示している語 ばか りでな く、知覚される色 と

の 関係が希薄な語もある。た とえば、濤空はblueの範

疇 で あ ろ うが、膂芝や肯葉は greenに入ろ う。また 、

青春は五行五色 まで遡れば、ある程度色と結合するか

も知 れな い が、む しろ色か ら抽象化さ れ た、あ る い は

象徴的な概念であろ う。青頓思 は冬 の季語で あるけ

れ ども、blueとも冬とも必然的な関係は読み とり にく

い。紅色は 瓶 の 1学で色 を指示 して用い られる例が多

い 。 その うち、紅牡丹 や紅梅などは色を識別した例と

い えるが、紅葉狩となる と、紅葉 が語彙と して定着 し

て い る うえに、紅葉狩 と い う行為 の ほ うに 主眼が あ ろ

う。季語におい ても当然、一般的意味論 つ ま り
一
こと

ばと事実との関係word −fact　reiation
”
の視点は避 けら

れない。

3 ．4，1 色を指示する色彩語

　ある程度恣慧的になることは止むを得な い が、資 料

とした歳時記の季語解説や例句を手がか りに、色 との

関係を表4のよ うに分類 した 。 狭義に、すなわち色を

指示 する ことが第
一一

義の色 彩語を拾 うと季詔 の うち

490 語に すぎな い。し か し、対象物の i属性で ある 色

によ っ て 対象の名称 が成立 している語も、200 語程

度は認め られる 。 さ
’
らに、菁春の ように抽象化され た

表現 とみなせる語は約80 語と考え られる。残る 456

語 は色との結合関係が
一

層希薄とみるべ き で め ろ う，、

　色を直接指示する とみ られる鐚のみ に つ いて、色相

別 に分類すると表 5の よ うになる。R系、　B系および N

系がゆ心とな っ て いる 。 他に、赤 ・黄 ・
緑

・渚 ・紫 ・

臼
・
灰 黒 息どの基本色 彩語は含まれて いる。

3．42grue

　green とblueとを同 じ語 によ っ て 表わす例 は、世界

の 諸茜語に多くみ られる 。 季語におい ても、胃草 ・胃

梅など 「青」によ っ て greenを指ず例が多 い 。種類数 で

み ると、表6の よ うに 分類され、「青」の付された季請

の うちわずか約6％のみがblueを指すと推測される。

表 5　色を直接指示す る こ と が第一義の 語

色 彩語 咄 現頻度 ） 種 類数〔alls 数 （b） d ／b
れ な い 。

表4 　色彩語と色との 関係 の種類

R 纏二（11王〉桜（1〔〕5）赤（55＞彳夢注（5王〉
・『』 8 2334 、8

「） 250 ．O
Y 黄（27） 1 ］75 ．9

YG 120 ．O
履 の 閣係 の 区 分
旨

種 類 数※
頻 度数 G 緑 （18） 1 911 ．1

23 ・190 BG 50 ．O

膿
幾 が 繊 吾

B 青（110）空色 （1）瑠 璃  紺 （1） 4 2218 ．2
の色属

・1生 対 象をそ れ に付随する色 で 表現

対象の 名称として 定着

3173
V 80 ，◎

燻
2G8

！

竺
76

P 紫 （17） 1 714 ，3

化 され た表 現 17 RP 2o ．o
　　　　　　　　…
その 他・

小 明

鬯『 1“」
　 25

N 白（139）黒（49）灰 （4） 3 1520 ，0
d56

孑
．
の 他 金 ω 銀 〔3）色 （2＞

… 5

L 　 　　 　計　 　　 　　 …

　　　　　　　　　　　　一 一
2186i

計 23 145

※ 同
．・
魚 彩語で ありなが ら、複数の 区分 に 該 当す るケース が ある。

表 6　「青」の指示内容

F⊥
・ ・ 化 一 珂癖 ・ 一 ，・跡 r1
− ・ ・ 青 一 一 …

…L1

　　　　　F
容 例 種 類

剳
ue 青鮫，青拗 の 底 ，冬 青 空

…

一 ．一

　 B 　 i
OOI1 吉麦 ，青 柳 ，草 青 む ，青梅 …

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 11f
痔 　 1

　 　 　 …

L ＿＿一一＿＿

表7　対象の識別に 用 い られ て い る色彩語

色 彩 語 と使 片 頻 度

白 （37 ）赤 （30 ）青 （2 場 黒 （19｝黄 （｝

£艮 〔13 ）金 （！ 2 ）琴工 〔10 ）　tkL （〔｝），4ヒ（3冫

組 合 せ ヒ位

赤 一青 〔9｝　 金
一

銀 （7｝　 臼
一

力  

巾一赤 （の 　臼
．．
紅 （．a）　臼

一
黒 〔s）

189　「
一一一一一一一｝

ニコ
N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

’
百本釀葬会錘 第6稽 墨腸 望 。唖コ［

3．4．3 識別 のための色彩語

　白百含 ・紅百合 ・黒百 合、ある い は黄水仙 ・桃色水

仙のように、司
一

ある い は類似の対象物をそのも つ 色

によっ て識別 ・表現する例も多い 。 表7に、そうした

識別に用 い られた色彩語 をまとめた 。 使用色彩語と し

て は 自、赤、蕎な どが多い 。また、組合せ と して は赤

紫蘇 ・蕎紫蘇 な どの赤 一甫、金木犀
・銀木犀 な どの

金
一
銀などが多い 。こ の 識別に用い られ て いる色彩語

は、］0語程度に留まるとみ られる 。

　なお、根源色 力テゴ 1丿の うち、緑のみは こ れに含 ま

れていな い 。

3．5 出現頻度か らみた基本色彩語

B・・［ln＆ Ka；v （1969 ）、　Kay ＆ McDaniel （1978 ）
131；

の基本色彩 話理論か ら、季語 における色彩語を整理す

ると図3の よ うに なる。特徴的な点は、次の とお D で

ある。

　出現頻度で は   根源色力 テ ゴ リに相当する色彩語

が多用され る 。  そ の うち、blue・red ・whlte は多い

が、green は少ない 。   派生 色力テ ゴ L）の うちで は

plnk・purpie　・brown は多 い が、　orange ・grayは少な

い 。   red が赤と紅に分化して いる 。   pinkに は桜が

あて られる 。

　 しか し、色 を直 接指示 す る と い う狭 義の 色 彩 語

（3、4 ．1 参照）に限足すると、次の ようにまとめられ

る。  根源角 力テゴリに属 する色彩語 は多 い 。  その

うち vvhite ・b亅ue は多いが、　grecn ・yellowは相対的 に

少な い 。   red は赤と紅に 2分され るが 、赤の 方が多

い 。  派生色力 テゴ リに属 する色彩語 は少な Ve  

brown ・orange に属する色彩語は罌無 で ある。  pink

は桃色よ D桜、greyは灰よ り鼠が優位であ る 、t

4 ，考察

4、1 色彩語認定基準の問題

　Berlin＆ Kay （1969 ）は基本色彩 語 の 基準 と して 、

使用頻度が高い 、単一語彙素、色名で あ る こ とが第
一

義、など 9項 目をあ げ
．
た 。 本報では、JISの慣用色名 を

ひとつ の拠りど こ ろと したけれども、季 語を含めて 日

本の伝統では、たと えば 「朱色」ではな く「朱」の み で

色 を指示するように、「色」を除いた表現 がかな り定着

して い る。しか し逆に 、「色」を削除すると、単 に齷象

物 の名 称にな っ て しま うケ
ース も ある ． したが っ て 、

色彩語 とみなすか否か には、今後国語学や扇文学によ

る解釈、鑑賞的な視点も とり入 れ て 、よ り厳密なある

いは意味のある区分 を行 うべ きであろう 。 ただ、本論

で扱 っ た季語に、広義の色彩語ある い は色を強く連想

さぜ る語 が 12．7％ と比 較的多 い 事 実は、伝統 的な日

本詒におけるひとつ の特徴とみな して よ い。対象の も

つ 形態、大きさ、材質その他の諸属性にくらべ て 、色

をよ り優先的に抽象 して言語化する傾向、さらにそれ

を展開拡張 して 表現する傾向が、色を連想さぜる季語

の増加をもたらしたと考え られ る。

4．2 カテ ゴ リと測 色値 との関係の問題

　植物の greenを青と呼ぶな どの grueの存在は、次項

で述 べ るよ うにカテゴリの問題 として説明される 。 し

か し、植物の 葉色を測聾すれば 、ほ とんどが マ ン セル

色相の GY に属 する 。 したが っ て 、葉色が街と呼ばれ

るま で には、知覚された 色相 GY が 、記億色 な どの効

果 も介在 して色相G とな り、さら に 色相 Bを含む カ テ

ゴ リに綉合されるという過程が想定 される。

　今回得られ た色彩語をトーン によ っ て分類 した績果

で は、w （あ ざやか な ）に 該当する色彩 語 が 高率を示

した。しか し、赤蛙 、赤梨、赤潮の測色値が W ト
ーン

であ るはす は ない 。こ れらの 赤は、あくま で も色味 の

傾向を指示 して い るにすぎない 。

こ うした意味で も、日常的あるいは文学的な色彩の表

現 に測色的 な視点を極度に適 用す る姿勢は危険で あ

り、む しろ言語あるいは文学か らの解釈を加 味する こ

　 　 　 　 　 　 　 9ζeen
whiteI

・
1］ア2 　 　 　 a 　325

　　 → 面 →
緑 24

→ 田1給 → br。職

Black 　紅
．
］1　 y・皿゚ w

　暑 14・ 　 茶 65

1；1繍 　　赤 55　 鄭 1　　　　　 栗 40
　 　　 　　　 　 ［il吹 u
tLage

　 ］

white

臼 139

3e4 5

A 色 彩 lilキ総 数 （N　 l22 の

6

　 　 　 　 　 9teen

→ red →
緑 24

→ blue → b 

Bl、Ck　 紅 23　 y°ll（tW
　 青 1⊥。

黒 49 　 赤 50 　 黄 27

sLage

　 1 ワ』 3・一・i5

　 purple

　 紫 45

　 雌
→ 桜 105orenge

−　o
岡

灰 47

　 　 　 　 殫 Ple

　 　 　 　 紫 iT

　 　 　 　 ph】k

　 　 → 桜 13

− O　　　 Q粕 nge

　 　 　 　 −　〔｝

　 　 　 　 鰤

　 　 　 　 灰 4

6　 　 　 　 　 7

B　 色 を直 接 希 示 す る色 彩 鼇 （Nt ，1D

図3　Barlin＆ Kay （1969 ）の モ デルからみた季語 に

　　 含ま れ る昆彩語 （数字は 出現頻度）
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．
∫季乱 み ら痛 色 采彡翻 転

とによ っ て 、理觚が よ り沢め られdiう 。 本 報は、その

ため の ぴ とつ の手 がか りに留 まる。

4．3 基本色彩語からみ た特徴

（Dgrue

　既 に述 べ たよ うに 、greenと blueとを合ぜて 「青」と

称するいわゆる grueは、季語 におい て は強團に認めら

れる 。特に、植物はも っ ぱら青で表現され、緑で表 ず

例は少ない 。

　植物 に関す る表現と して は、青の他に、若葉 ・松菓

などJISでYG 系に分類 される色彩語 がある程農認 め ら

れた 。こ の事 実か らは、greenに 相当する青と、黄み

を強く感 じる GY 系色名とが使い分け られているの で

はな い かとも推測される 。

　ま た、こ れ に 関連 して、B系 に分類され る色彩 語に

種類が多 い点にも注目すべ きであろう 。 藍 ・瑠璃 ・

蒼 ・紺などは、青がgreenを含むと こ ろ から、　blueをよ

り的確に指示す るため に語彙 が分化 して ぎ た と も 考

え られる。

（2 ）red 、　pink，　greyl　brown．　orange

　基本色 力テゴ リで み た場合 紅 は red 、桜は pinkに

相当する基本語彙 とみ られる 。 使用頻度 は こ れ らに

比 べ て少な い けれども、grcyに相当する語は灰ではな

く鼠の ほうが多い。

　brGwnに相当する とみ られる茶は、それな りの頻度

で 使用されて い る 4．しか し、その主流は茶摘 ・茶の 葉

選 り
・
茶もみな ど茶の 鳶成 ・製茶、閼茶 ・御福茶など

喫茶にかかわる もの である 。 色 を表現 したとみ られ

るのは茶羽織な ど極め て 少な い 。した が っ て 、季語に

用い られ て い る 茶は 、色彩語 とは認め難 い 。 さ らに、

brown 系の伝統 的な色名である、福 ・褐色も 用い られ

ていない。したが っ て 、季語には brown は存在して い

な い、あるい は例外的であると考え られ る
，4 ）

。

　同様 の 例は、0 系にもみ られる。橙飾る ・
團青橙な

ど、これ らは植 物の
』
実

”
の橙を示して い る 。オレ ン ジ

ス カ ッ シ ュ やサマ ー
オ レンジな ど明治以後の外来謡

も季語の うちに含まれ て い るけれ ども、色 を直接指示

するとはみな し難い 。

　なお、茶 ・桃 ・橙 ・
灰 はいず れも本来 物質名で あ り、

こ れ らを 基 本 色彩語に加える こ と は、Beriin ＆ Kay が

自ら設定した基本色彩詰基準に矛貭する との指 摘は

しば しば な される
IL＞

。

（3 ）季語 にみる基本色彩語

　以上か ら、季語の うち 色を直接指示 している語に限

定 して 、基本色彩語理論 にあ て はめると次の ように な

　　＿＿ 　　　
．．

　　　 1．
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る。

　まず、根源色 力テ ゴ リは季語にお い て も確認で ぎる 。

ただ し、こ の うちで 上位の red は赤と制に分化する u

　緑 は、頻麗 が低い点 、緑の羽根 ・緑の週 閤な ど新 し

く季語に取 り入れられたとみ られる例が多い点、対 象

物の識別の手段と して
：b用 い られ て い な い 点などか ら、

伝統的な基本語とす る に は疑義がぬ ぐえな い 。

　派生色力テゴリにあ た る語は、色 を指示すると い う

基 準 か らみ る と頻 度は 著 しく低い 。 特に brown と

oramge とは出現 しない 。 そ して、　pinkは桜 、　greyは鼠

の用例が多い。

　以上か ら、季語 における色彩語は、基本色彩語の視

点か う次のよ うに要約で きる。頻度からみて 、 第 1水

準は 白と青、第 2水準 は黒 と 紅 （また は赤 ）で あろ う。

これ は、佐竹の指摘した明 賠顕 漠に対応す る。次 に、

第3水準は黄 ・緑 ・桜であり、これ に第4水準 と して紫

と 鹸とを加 え得るかも矧れない c しか し、こ の うち 少

な くとも桜と鼠とは物に由来して お り、厳密な基準を

適用すれば、基本 色彩諮の要 件を満たさない こ とにな

る。とすれば、だ ］水準および第 2水準 に 桜を除く 第 3

水準を加えた 6 カテゴリは基 本色彩語理論 の根源色 力

y ゴ 1丿と
一致する 。 さ らに、残 る第4水準の紫が 、季

語ある い は伝統的な 日本語 に お け る 特異な 色と い え

る 。

　なお、自と黒 との用法か らは、ligh［−warm 、　dark −

cool を見出す こ とは で きなか っ た。

おわりに

　季語の うち、］2、796が広義の色彩語を含ん で お り、

種 類数で は90 語が得 られた 。し か し、色を直禳指示

d
．
る語 に限れば約0，3％ 、20 語 に 留 ま る 。こ れ は 、前

田 が古代にお ける色彩語彙に つ い て 指摘 した 「丹
・

赭
・
黄

・
緑

・
嵩

一
翠

・
白

・
黒のみ」という傾向に近い 。

　こ の大き IJ乖離に、文学的な鑑賞や解釈があ ず か っ

て 、 「色彩感覚豊かな表現」となるので あ ろう 。

　本論は、小松史枝 ・近江源太郎 ：季諮における色彩

諸 の用法　第36 回日本色彩学会全国大会 （E］本色彩

学会誌 vol ，2938 −392005 ）を基 に構成した 。

　なお、本論文 を作成 する にあた り、女子美術大学大

学 院講師 で あ る 電 気 通 僞 大学 の 小 林光夫教授 に 乙助

言を賜りました、、感謝の意を表します。
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